
 

 

 

 

 

サブＩＤ登録とは、当該署名者における貿易関係証明書の発給申請・手数料支払・証明書印刷の権限を第三者へ
付与するものです。署名者（ユーザーＩＤ）本人が作成・管理します。 
 
・第三者・・・社内・社外問わず署名者本人以外を指します。 
       社外企業に依頼する場合、社外企業が申請する商工会議所へ貿易登録「代行登録」をしている必

要があります。 
 
・管理者 ID、ユーザーID、サブ ID とそのパスワードを他人に利用させる行為は、サービス利用規約の禁止行為
に該当しますので同一企業内であっても ID・パスワードの貸し借りはできません。 
 

 管理者ＩＤ（企業管理担当） ユーザーＩＤ（署名者） サブＩＤ（署名者登録無） 

ID 発行元 商工会議所 各企業の管理者ＩＤ 各企業のユーザーＩＤ 

確認方法 貿易登録証に記載 署名登録証に記載 発行元の署名者に確認 

発行数 
貿易登録毎に１つ 署名者毎に１つ 

（発行数上限なし） 

発行元署名者につき１つ 

（発行数上限なし） 

用途 

（できること） 

① ユーザーＩＤ（署名者）の

管理（登録・変更・削除・

署名登録証発行・パスワ

ード変更等） 

 

② サブIDのパスワード変更 

 

③ 貿易登録の内容変更（社

名、代表者、住所等） 

 

④ 貿易登録更新（有効期限

の延長） 

 

① サブＩＤの管理（発行、変更、

削除、パスワード変更等） 

 

② 証明書の申請、決済、証明証

ダウンロード、過去履歴閲覧 

 

・他のユーザーID（署名者）の②

の操作の閲覧、書類の閲覧・修正・

申請 

・自分が発行したサブ ID（既に

削除した ID 含む）の書類の閲覧・

修正・申請 

① サブ ID の有効化 

 

② 証明書の申請、決済、証明書

ダウンロード、過去履歴閲覧 

※自身の操作履歴の閲覧のみ 

 

（ユーザーID や他のサブ ID の申

請履歴の閲覧・修正等は不可） 

（ユーザーID が削除されている

場合や所属会社の貿易登録の有効

期限が切れている場合、利用不可） 

 

※サブＩＤ申請時の署名欄 

 サブＩＤで申請した場合、原産地証明書の 9 欄（輸出者宣誓欄）には、当該サブＩＤを発行した 

署名者の情報が印字されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サブＩＤの発行/有効化/変更/削除 
- ユーザーID、サブ ID がおこなう作業 

対象  オンライン発給 

 東京商工会議所 Ver.20250630 



  

 

※社外代行の場合、代行会社も電子発給システムにて「代行会社」として貿易登録をしていることが必要です。 

※代行会社の電子発給システム上の①貿易登録番号（1701 から始まる半角数字 10 桁、例：17010000**）、 

 代行会社担当者の②氏名、③メールアドレス、④連絡のつく（直通の）電話番号を事前にご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サブ ID 登録】 

 

システムにログインし、 

メインメニューの「サブＩＤ管理」を選択⇒ 

「新規作成」を選択。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要事項を入力し、「更新」を押します。 

※任意のパスワードを設定してください 

※電話番号は、この画面で新規登録する 

 サブ ID 担当者の連絡先を登録してください 

 

 

※追加したサブ ID は、管理者へも 

共有されます。 

管理者の「署名者管理」メニューから 

確認可能です。 

 

 

 

 

担当者が追加されますので、内容を確認の上、 

「通知」を選択。 

 

サブＩＤ登録：ユーザーID の作業（『署名権限の無い』担当者への書類作成の権限付与） 

chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https:/www.tokyo-cci.or.jp/shomei/system/manual_invoice_directinput.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
以上で、サブ ID での発給システムへのログイン準備は完了です。初回ログインの際はメールアドレスの認
証作業が必要となります。（申請マニュアルはこちら） 
 
 

【サブ ID の通知】 

貿易登録番号が同じ社内の担当者への通知の場合： 

電子発給システム上の貿易登録番号 

10 桁（1701 から始まる半角数字） 

その他情報を入力します 

 

貿易登録番号の異なる代行会社への通知の場合： 

予め確認してある代行会社の貿易登録番号 

10 桁（1701 から始まる半角数字） 

その他情報を入力します 

 

【通知メールの送信先メールアドレス】 

通知先企業（代行として指定する先の会社）の貿易登録時の連絡先担当者（管理者）または 
署名者（サプ ID 発行者＝ユーザーID）のメールアドレスとドメイン（アドレスの@以降）が一致している必
要があります。企業のドメインで登録がある場合、通知先を個人のフリーメールアドレス等に設定すること
はできません。 

 

「送信」ボタンを押すと通知メール（貿易関係証明発給用アカウント発行のお知らせ）がサブ ID 発行先へ送

信されます。 

 

 

 
「貿易関係証明発給システム」より 

「貿易関係証明発給用アカウント発行のお知らせ」メールが届きます。 

 

※メールが届かない場合は、迷惑メールＢＯＸに入っていないか、署名者が入力したメールアドレスが間違ってい

ないか等をご確認ください。商工会議所へお問い合わせいただいても分かりかねます。 

 

メールに記載の 

「ユーザアクティベーションＵＲＬ」を 

押し、ID の有効化手続きをします。 

パスワードはサブ ID 通知者（署名者）に 

ご確認ください。 

 

 

パスワードを入力し、 
「アクティベート」を押します。 
画面に「サブ ID の有効化に成功しま 
した」と表示されれば、有効化は完了 
です。 
通知されたサブＩＤとパスワードを 
用いてシステムにログインし、 
各種申請が可能です。 
 
 

サブＩＤの有効化：サブ ID の付与を受けた側の作業 

chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https:/www.tokyo-cci.or.jp/shomei/system/manual_invoice_directinput.pdf


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サブ ID に関するよくあるお問い合わせ： 

Ｑ．サブＩＤのパスワードを紛失しました。 
Ａ．商工会議所では、署名者の権限で発行したサブＩＤの情報については確認できませんので署名者にお問合 

せください。署名者も分からない場合、署名者は上記手順でパスワードを再設定することが可能です。 
管理者 ID でもパスワードの変更が可能ですが、自動通知されないため、直接通知する必要があります。 

Ｑ．サブＩＤの通知ができません。画面には「通知先の貿易登録番号が間違っているかこのメールアド 
  レスが登録されておりません。」とエラーが表示されています。 
Ａ．貿易登録番号は、1701 から始まる 10 桁の数字を入力してください。不明な場合は商工会議所ではなく、 

ユーザーID を発行した管理者へお尋ねください。代行会社の貿易登録番号は、代行会社へご確認ください。 
また、個人の連絡先など貿易登録にないドメインに対して通知を行うことはできません。 

Ｑ．サブＩＤでの発給申請時、本件に関するご担当者欄の「氏名」と「E-mail」が変更できません。 
Ａ．使い回しや成りすましを避けるため、 「氏名」と「E-mail」は、サブＩＤに紐づく情報が反映されます。 
Ｑ．サブＩＤで発給申請後、ユーザーＩＤでクレジット決済や証明書出力を行うことは可能ですか？ 
Ａ．可能です。各 ID の用途（できること）は、1 枚目の表を参照ください。 
 
 
 

サブＩＤの変更・削除：ユーザーID の作業 

サブＩＤ追加後、サブＩＤの情報を変更する場合は 
メインメニューの「サブＩＤ一覧」メニューから「変更」を押します。 
 
パスワード、メールアドレス、連絡先 
電話番号の変更が可能です。 
 
退職日や異動日が分かっている場合に 
予め ID の「停止日」（有効期限）を 
設定しておくことも可能です。 
 
内容変更後、「更新」を押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サブＩＤ一覧から「削除」を押すと、 
当該サブＩＤは削除されます。 
※削除後、復元することはできません 



 

（参考） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「サブ ID 管理」は、ユーザーID（署名権限のある人）の画面にのみ表示されます 
 
 


